
第３回 第 2 次西尾市スポーツ推進計画 策定委員会 

日時 令和６年３月７日午後 1 時 30 分～３時 00 分 

場所 市役所 3 階 31 会議室 AB 

資料 〇次第、配席表 

〇資料 1 第 2 次西尾市スポーツ推進計画（案） 

〇資料 2 第 2 回策定員会での指摘事項とその対応について 

〇資料 3 庁内検討会議での意見ほかに基づく主な修正箇所 

出席者 ■委員 

所属・団体等 氏名 

愛知東邦大学 経営学部地域ビジネス学科 教授 杉谷 正次【委員長】 

西尾市スポーツ推進委員会委員長 羽佐田芳和【副委員長】 

西尾市スポーツ協会 会長 辻村 和敏 

総合型地域スポーツクラブ（マネージャー） 田中 尚子 

愛知県中小学校体育連盟西尾支所長（一色中学校校長） 長谷 栄次 

西尾市子ども会育成連絡協議会 会長 植田 康裕（欠席） 

西尾市障害者福祉団体連合会 会長 藤田 善市 

西尾市老人クラブ連合会 会長 井関 公宏 

西尾市内高等学校代表（一色高等学校校長） 手嶋 修一 

西尾を歩こうウォーキング代表 成瀬 隆比古 

■アドバイザー 

西尾市政策専門委員 杉戸 厚吉 

西尾市経営改革専門委員 槇野 孝和 

■事務局 

交流共創部長 石川 孝次 

交流共創部スポーツ振興課長 髙須 清和 

交流共創部スポーツ振興課長補佐 髙須 伸一 

交流共創部スポーツ振興課長補佐 神谷 法子 

交流共創部スポーツ振興課長補佐 倉谷 和成 

傍聴 0 名 

１ あいさつ 

発言者 内容 

高須課長 本策定委員会は公開としています。また、議事録作成のために、録音と写真撮影を

いたします。（資料の確認-略-） 

本日の欠席は、植田委員で、会議は成立しています。 

それでは、開会にあたりまして、杉谷委員長からご挨拶申し上げます。 



発言者 内容 

杉谷委員長 議題（１）第２回策定員会での指摘事項とその対応についてを議題とします。 

本計画について、８月８日、１１月１４日と２回の策定委員会を開催し、策定作

業を進めてきました。第２回策定委員会では、活発なご意見をいただき、本計画

（案）に反映しております。 

また１月９日に、議会の文教交流部会に対して、計画内容の概要を事務局より報

告しました。 

その後、１月１０日から２月８日までの３０日間において、パブリックコメント

を実施しましたが、残念ながら意見はありませんでした。 

本日は、最後の会議となりますが、皆様から忌憚のないご意見をいただきたいと

思います。 

高須課長 それでは、これ以降の取り回しにつきましては、杉谷委員長にお願いいたしま

す。 

 

２ 議題 

発言者 内容 

杉谷委員長 それでは、次第２の議題（１）第２回策定委員会での指摘事項とその対応につい

て、事務局説明をお願いします。 

高須課長補佐 「資料２ ：第２回策定委員会での指摘事項とその対応について」 

説明（-略-） 

杉谷委員長 説明がありましたご意見、ご質問等がありましたらお願いします。 

槇野アドバイ

ザー 

３４ページ(１)②について、「スポーツする習慣がない層」という表現を「スポーツ

をする習慣がない層」に修正してはどうでしょうか。 

高須課長 ご指摘のとおり修正します。 

石川部長 本日、机上に配布させていただきました、にしおチャレンジみらい塾スポーツ系教

室について（１１ページ）、計画(案)では募集人員を入れさせていただいております

が、２０２３年度の参加者数が把握できたので、差し替えたいと考えていますがいか

がでしょうか。 

杉谷委員長 差し替えという説明ですがよろしいでしょうか。 

全員 異議なし 

手嶋委員 １０ページに追記していただいた学校での取組についてですが、「放課の遊びの充

実」と「体育の授業に体力を高める運動の導入」とありますが、この順番を逆にした

方が良いのではないでしょうか。 

長谷委員 案の順番だと、小学校から中学校という順番になっているという理解ですが、内容

を考慮すると体育の授業を先に持ってきた方が良いかもしれません。 

高須課長 ご指摘のとおり、修正します。 

石川部長 放課の遊びについては、児童に推奨しているのでしょうか。 

長谷委員 小学校では放課に遊びを推奨していますし、学校によっては大縄跳びをみんなでしよ



発言者 内容 

うなどと呼びかけ、誘導しているところもあります。 

石川部長 小中学校での体育の授業と小学校の放課の遊びを切り分けて表現した方が良いかも

しれないです。 

手嶋委員 その場合、体育の授業で～という文章が読みにくいので、表現を見直してもいいので

はないかと思います。 

槇野アドバイ

ザー 

小学校での放課の遊びについては、体育の授業に加え～とするプラスアルファの表現

にした方が良いのではないでしょうか。 

手嶋委員 漢字の表記について、以前は、「いかす」を「生かす」と書くように指導されたように

記憶していますが、愛知県の計画でも「活かす」という標記を使われています。この辺

りはどのように理解すればよろしいでしょうか。 

事務局 

（委託業者） 

明確な時期は記憶しておりませんが、文化審議会国語分科会から出された、新しい「公

用文作成の要領」に向けて（報告※）で「活かす」の表記についての解釈がなされて、

現在は使用されています。（※：補足情報追記：令和３年１２月報告） 

成瀬委員 体育の授業で体力を高めるというのは当たり前のことにように思いますが、いかがで

しょうか。 

長谷委員 ここで表現しているのは、体育の授業の前に持久力や瞬発力などの体力を補足的に高

めることを取り組んでいるということです。 

藤田委員 にしおチャレンジみらい塾の取組について、例えば剣道教室を実施するのに、どのく

らい予算がかかるのでしょうか。 

参加者から受講料をいくらかとって、それだけで運営できているのでしょうか。 

高須課長 剣道教室であれば、かかる経費は講師の謝礼くらいで、参加者からは受講料をいただ

いてはいます。 

それほど高い金額ではないと思いますが、教育委員会の所管であり、それだけで運営

できているかは承知しきれておりません。 

長谷委員 この取組は以前、サタデープランとして活動していたもので、参加者から受講料をい

ただいていますし、行政からも予算が出て運営されています。 

また、会場なども優先的に確保させていただいています。 

杉谷委員長 前回の策定委員会でいただいたご意見が反映されているかをご確認いただけました

でしょうか。 

全員 異議なし 

杉谷委員長 続きまして、議題（２）庁内検討会議での意見の修正箇所及び経過報告についての説

明をお願いします。 

高須課長補佐 「資料３ ：庁内検討会議での意見ほかに基づく主な修正箇所」 

説明（-略-） 

石川部長 ご意見をいただきたいのは、計画（案）のデータには、２０２３年の数値が出てい

るものは掲載していますが、２０２２年の数値と混在しています。それでもよろしけ

ればこのまま掲載しますが、いかがでしょうか。 



発言者 内容 

槇野アドバイ

ザー 

最新の数値を掲載するのが望ましいと思います。 

杉谷委員長 データを取得した年月日を記載するなどの配慮は必要かもしれませんが、新しいデ

ータがあれば更新していただきたいと思います。 

ご意見、ご質問等がありましたらお願いいたします。 

槇野アドバイ

ザー 

３９ページの成果指標について、２０２８年の目標値をどうやって設定した、どの

ような理屈で目標値を設定したのかと聞かれた時に答えられるように準備されていま

すか。 

例えば、基本方針１-②スポーツ教室の年間参加者数でいえば、２，０００人以上い

た時期があるにもかかわらず、目標数値が１，４６０人となっています。 

市としてどういう考え方で設定したか、説明していただきたいです。 

高須課長補佐 スポーツ教室について、平成３０年度まで一色地区での水泳教室を開催していたの

ですが、台風の影響でＢ＆Ｇのプールが閉鎖され、水泳教室がなくなりました。 

水泳教室を除いた参加者実績は２０１９年以降になるので、それに年間７０人ずつ

増やして近づける、それ以上を目指すということを想定しています。 

槇野アドバイ

ザー 

結局、スポーツ実施率の目標７０％という大きな目標と、それに向けた各基本方針

の指標とのつながりといった考え方の根拠となる指標と目標値を設定していただきた

いと考えます。 

高須課長補佐 その他の目標値の設定として、総合型地域スポーツクラブ加入者数、スポーツ施設

年間利用者数は過去最高の数値を目標値としています。 

市民大会については、種目数や参加者が減少するなかで、10,000 人程度に戻したい

と考え目標値としています。 

にしお駅伝フェスティバル参加チームについては、募集数である 200 チームを目標

値としています。 

公認スポーツ指導者等については、各競技団体が種目の指導者で資格を持っている

人が１８０人でほとんど変わりませんが、スポーツ協会の指導者養成講座を受講した

指導者の任期が３年であるため、なるべく毎年受けて１００名を目指すということで

目標値を設定しました。 

なお、プロスポーツなどの大会・イベント数は総合計画の指標を充てています。 

杉戸アドバイ

ザー 

スポーツ実施率７０％という目標達成指標を実現するための基本方針ごとの目標指

標ですが、今やっている事業への参加者の上乗せだけで目標を達成するということで

いいのでしょうか。 

今までの事業だけでなく、市民の運動ニーズなどに応じて、新しい行事・スポーツ

イベントを立ち上げるなどして、新しい参加者を取り込んでいくということにしてい

くべきではないでしょうか。したがって、④のスポーツイベントを市民体育大会とに

しお駅伝フェスティバルの２つのイベントだけを対象にするのではなく、新しい取組

も連動させることで目標値を増やしていくということにしてはどうでしょうか。 



発言者 内容 

なお、基本方針２と４の指標でいわれている「イベント」という表現の違いが分か

りにくいと思います。 

槙野アドバイ

ザー 

私の考えですが、目標達成指標の７０％というのは市民全体を対象としており、ス

ポーツイベント参加者数としては決して多くありません。基本方針１の取組でベース

をしっかりつくりつつ、そのうえで、参加したい人を増やすということが重要だと思

います。つまり、参加する層とそうでない層を分けて考え、それぞれに働きかけをし

ていくことが重要だと思います。 

杉戸アドバイ

ザー 

おっしゃる通りで、スポーツイベントによりスポーツに触れる機会が増えれば、自

ずと実施率は高まると思います。多様なイベントを開催することでスポーツ実施率は

高まるのではないかと考えます。 

石川部長 基本方針２でいうと、にしおマラソンなども入れてもいいのではないかと考えてい

ます。 

高須課長 指標２と４のイベントの違いは説明しづらいですが、２は市民が‘する’スポーツ、４

は市民が‘見る’スポーツというイメージでとらえています。 

石川部長 指標４はプロスポーツ大会等の誘致とかにした方が分かりやすいと思います。 

槙野アドバイ

ザー 

にしおマラソンは２か４かということについては、強引に分けない方が良い部分も

あると思います。 

杉谷委員長 ご意見としていただいたことを整理して、分かりやすい指標と目標値の設定をお願

いします。 

スポーツ行政に取り組んでいるものとしては、スポーツ実施率を７０％にするとい

う目標は高すぎる印象ですが、掲げられている以上はできる限り近づけていく必要が

あると思います。 

その他、全体で構いませんが、気が付いたことがあればご意見をお寄せください。 

石川部長 今回差し替えの部分について説明をさせていただいてもよろしいでしょうか。 

杉谷委員長 では、議題（３）第 2 次西尾市スポーツ推進計画（案）について、説明をお願いし

ます。 

高須課長補佐 「資料１ ：第２次西尾市スポーツ推進計画（案）」 

修正箇所を説明（-略-） 

杉谷委員長 第２次西尾市スポーツ推進計画（案）について、ご意見、ご質問等がありましたら

お願いいたします。 

手嶋委員 １５ページについて、「求められています」となっていますが、他では「求められま

す」という表現になっています。 

高須課長 修正します。 

手嶋委員 そのほか、「期待されています」など、「ています」という表現は修正してはどうで

しょうか。 

石川部長 ご指摘を踏まえ、表現を修正します。 



発言者 内容 

槙野アドバイ

ザー 

先ほどの気になっていることの続きですが、目標指標であるスポーツ教室参加者の

１，４６０人という目標値について、設定理由が分かりません。このままだと、コロ

ナ禍の影響とは別に、西尾市はスポーツ人口の減少を容認しているように誤解されて

しまいます。補足説明を追加してはいかがでしょうか。 

高須課長 ※印等で注記するなどの対応を検討します。 

本日頂戴したご意見に対する修正対応については、委員長の一任とさせていただく

ということでよろしいでしょうか。 

杉谷委員長 最終のご意見としてよろしいでしょうか。 

それでは、本日のご意見を踏まえて、事務局に最終のとりまとめをお願いしてよろ

しいでしょうか。 

全員 異議なし。 

 

3 その他 

発言者 内容 

高須課長補佐 本日、委員の皆様から頂戴しましたご意見を計画に反映させていただきます。 

また、３月１２日に委員長・副委員長から教育長へ「第２次西尾市スポーツ推進計

画」策定の答申を予定しております。 

以上 


